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●子どもたちは、毎朝グラウンドを３周
（約 500m）走ります。100 冊の本を中心に読書の輪を広げます。６年間の学校生
活の心と体の支えとなっています。

●５年生の終わりに４泊５日の関西旅行に行きます。各見学地でのメモを
もとに、100 ページに及ぶ関西旅行記を書き上げ、文化祭で展示します。

●低学年での学習の習慣づけやわかる喜びに始まり、
豊富な授業量、独自のカリキュラムで学習を行うことで自ら学ぼうとする高い意欲、
判断力を身につけます。この積み重ねによって、中学受験に対応できる力を養いま
す。また、各教科とも専科制の組織をとっています。

　３大行事の運動会・七夕学芸会・文化祭をはじめとして、遠足・球技大会・マラ
ソン大会などがあります。その他、作家と語る会・科学者と語る会など情操面にも
力を入れています。３年生からは各見学地について旅行記を作成。その集大成は４
泊５日の関西旅行です。夏季教室は３年生からで、保田、野辺山、那須高原、富士
五湖の各方面へと出かけます。

　2006 年 7月完成の新校舎は耐震基準の 1.25 倍で、校地は標高 23mとなってい
ます。２つの理科室、防音設備の整った音楽室、クラス全員分の PCを揃えた情報
室とつながっている図書室などがあります。子どもが遊ぶ場所としては、校庭の他、
2012 年に人工芝に改修した広いグラウンドがあります。同じ施設内の神奈川学園
中学校・高等学校とは講堂・体育館施設を共有しています。教室には 50型のテレ
ビを設置し PCやタブレットを使って授業を行ったり、低学年では教室前のスペー
スを広くとるなどして最新設備の学習環境を整えるように心がけています。
　また、2014 年に創立 100 周年を迎えた神奈川学園中学校・高等学校の 100 周
年建築に伴い、2014 年に新プールが完成しました。2017 年春、百周年記念ホー
ルが完成。現在の講堂・体育館の改修も完了し、2022 年には校庭の人工芝と遊具
をリニューアルするなど、さらに学校生活環境が良くなりました。

「人のお世話にならぬよう 人のお世話のできるよう」
を校訓に、強く優しい子を育てる教育

　１．形式的・画一的教育を避けて、自由個別的教育をなす。
　２．規律習慣を以て、個性を抑圧することを避け、自立自発的な教育をなす。
　３．知識偏重を避け、情意の修練を重んず。
　４．体育を重んじ、自由運動・作業を奨励する。
　５．自主教材を重んじ見学体験を重視する。
を教育の５原則として、現在も継承している。

上級学校に
進むには

女子は内部進学試験の結果により、神奈川学園中学校に進学
することができます。
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